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はじめに

　本レポートは、サプライチェーン情報基盤研究会（以下SIPSと言う）の金流商流情報連携タスクフォースにて行った、2014年度の調査活動をとりまとめたものである。

金流商流情報連携タスクフォース（以下、本タスクフォース）は、2012年に「金流・商流・物流情報連携研究会－金流・商流ネットワーク連携WG（一般財団法人日本情報経済社会推進協会）」における検討を継続する形で発足した経緯がある。
前身である「金流・商流ネットワーク連携WG」においては、『決済における事務処理効率化』と『商流情報を活用した融資機会の拡大』をテーマに検討を行っており、このうち、『決済における事務処理効率化』のテーマについては、一般社団法人 流通システム開発センターが開催する検討会にて検討を実施し、本タスクフォースは、『商流情報を活用した融資機会の拡大』を中心に検討を実施してきた。

本タスクフォースにおけるテーマである『商流情報を活用した融資機会の拡大』の検討にあたっては、2012年より国内における検討から開始し、その後2013年より国内と同じアプローチにより、国内と海外（貿易）についても検討を開始した。

なお、国内における検討については、2012年に中間報告を行っていることから、本文書においても、中間報告を参照する記述にとどまる点があるので、内容については、中間報告とあわせて確認いただきたい。

以上
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[bookmark: _Toc420493033]１．ファイナンスサービスの検証
[bookmark: _GoBack]
[bookmark: _Toc420493034]１－１．取組の背景と目的
[bookmark: _Toc420493035]（１）『決済における事務処理効率化』のこれまでの取組
全銀協を中心に検討した「企業決済高度化研究会」において、企業における消込事務負担解消のニーズが確認され、関心が高い業界とのパイロット研究として、流通業界との共同実証に向けた検討が行われてきた。


また、自動車部品業界においても、消込作業に時間がかかるとの課題認識を持っており、2010年度より継続的に金融EDI連携の実証を実施してきた。

[bookmark: _Toc420493036]
（２）『商流情報を活用した融資機会の拡大』におけるこれまでの取組
本タスクフォースでは、企業間のEDIを進展させるためにも、蓄積した商流情報を融資業務に活用できるか否かについて企業や金融機関にヒアリングを実施してきた。


2012年度の活動内容では、海外等の事例を参照して企業におけるファイナンスニーズの仮説を設定し、その内容に基づき企業側にヒアリングを行った。（詳細は2012年に実施した中間報告を参照）





ヒアリング結果でニーズが認められたため、2013年度については、引き続き、企業が消込で活用する項目を前提として、それらの項目を活用して融資業務への活用可能性について検討し、商流EDIにおける支払通知書（または支払MSG）を、Pain.001のSupplementary Dataエリアに設定し、その情報を分析することで融資に活用できるのではないかという結論に至った。





[bookmark: _Toc420493037]１－２．2014年度の活動計画と実績（概要）
[bookmark: _Toc420493038]（１）活動計画
2012年度、2013年度の活動結果を踏まえ、2014年度は、消込の高度化と融資への活用を目指した拡張金融EDIモデルを検討するために、以下の活動を計画した。 


[bookmark: _Toc420493039]（２）活動実績
今年度は、当初の計画通りに共同実証の実施、および支払メッセージの作成を実施した。



[bookmark: _Toc420493040]１－３．活動実績詳細
[bookmark: _Toc420493041]（１）実証準備（2013年度の活動内容詳細）
実証の準備に際しては、企業が消込で利用する項目を使って、金融機関のどのような業務に適合できるか、またどのような観点での分析が可能になるかの仮説を検討した。






融資で活用可能な項目について、企業側で設定可能かどうかの検証を行っていく中で、いくつかの課題が出てきたため、課題への対応について継続して検討することが討議された。





[bookmark: _Toc420493042]（２）共同実証の内容（流通業界）
［※流通業界の共同実証の内容・結果の詳細は別紙を参照］

流通業界では、国際標準のXMLメッセージで、拡張されたEDI情報欄を活用した入出金情報と商流上の突合せによる決裁関連業務の効率化について検証を実施した。





実証に際しては、流通システムと銀行システムとの間にASPを設置し、そのASPがXMLと全銀フォーマットの変換を行うとともに、ASP内のクロークを使ってEDI情報を格納する仕組みで共同実証を行った。



実証の結果、効果が見られた企業もあり、実運用に向けた検討を行って行くべきと考えているが、実運用に向けては具体的な検討が必要だと認識している。








[bookmark: _Toc420493043]（３）共同実証の内容（自動車部品業界）
［※自動車部品業界の共同実証の内容・結果の詳細は別紙を参照］

a．中小企業の実態
中小企業において「不効率な事務処理」や、「金流の停滞」が発生している。特に、「ＥＤＩ処理」をしていない中小企業は、全ての処理（注文・受注・請求・支払等）が手作業となっており、ミス等も重なり、多くの問題点が発生している。

b．「金融ＥＤＩ連携」実証実験の目的
「物流」・「商流」・「金流」が連携していないために、迅速な「支払」ができていない。特に、中小企業は、「品物」を納入しても「支払」が数ヶ月後になり、資金繰りに苦労している。「金融ＥＤＩ連携」することにより「不効率な事務処理」や、「金流の停滞」が無くなる（【第９図】参照）。また、金融機関は一般的に不動産（土地等）を担保に融資を行うが、「金融ＥＤＩ連携」することにより、ＥＤＩの「受発注情報」が「動産担保」となり、中小企業への融資も可能となる（【第１０図】参照）。

【第９図】：共通ＥＤＩ基盤の活用（ＧＲＥＥＮ―ＥＤＩ）

【第１０図】：「金融ＥＤＩ連携」ビジネスモデル

c．実証実験の概要
当社では、2014年度に経産省補助事業として「金融EDI連携」実証実験を行った。この事業は6月4日に補助対象として採択され、その後の6月24日に閣議決定された「日本再興戦略＜改定2014＞」にも「国内送金における商流情報（EDI情報）の添付拡張」として盛り込まれることとなった。


【第１４図】：ＩＴクラウドを活用した「金融ＥＤＩ連携」の全体像

今回の実証実験は、愛知県、豊田市、豊田商工会議所などから構成される「業務連携クラウド検討日本委員会/サプライチェーン情報基盤研究会、ITWG」が中心となり、日本銀行、国連CEFACTコーディネータ協会から支援を受けつつ、豊田商工会議所会員企業など20社が参加した（【第１４図】参照）。今回の実証実験では、企業や業界毎の独自のEDIではなく、国際標準である共通EDIを利用することによって、様々な業種の企業が実験に参加できた。共通EDI基盤は以前の実証実験で構築済みであるため、今回は金融EDIのモジュール部分の構築作業が補助対象となった（【第１５図】参照）。














【第１５図】：ＩＴクラウドを活用した「金融ＥＤＩ連携」のＩＴシステム概要
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【第１６図】：「金融ＥＤＩ連携」実証実験の概要
d．実証実験の成果
　今回の実証実験を通じて、金融EDI連携による効果を確認したところ、事例①「小島プレス・三菱東京UFJ銀行から豊和化成・名古屋銀行」については、支払側（小島プレス）では、差異照合を受取側に依頼してきたため、実験による省力化効果は特段みられなかった。一方、受取側（豊和化成）では、差異照合に要していた時間（約12時間）が解消されるという大きな効果がみられた（【第２７図】参照）。また、他の事例においても、受取側で約15時間～約150時間/月の省力化効果がみられた。
[image: ]







【第２７図】：＜金融ＥＤＩ連携による工数効果＞

e．分かった事
　今回の実験を通じて新たに分かった事は以下の4点である（【第２８図】参照）。
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【第２８図】：分かった事等


[bookmark: _Toc420493044]（４）ファイナンスサービスに関するヒアリング結果
ａ．活動実績
金融機関へのヒアリングについて、1月上旬よりサンプルデータを使った分析イメージの準備を行い、様々な業態の１１行の金融機関に対してヒアリングを実施した。 


ｂ．ヒアリング内容
金融機関へのヒアリングに際しては、商流データ分析への期待や現状業務の課題仮説を設定し、分析イメージによりこれらの課題が解決できるかという点についてヒアリングを実施した。  


ｃ．ヒアリングの前提
ヒアリング実施に際しては、金融機関が融資先企業のイメージを行うため、分析を実施するサンプル企業のプロフィールを提示した。 


ｄ．分析イメージ
ヒアリングに際して、EDI情報から作成したイメージを提示し、有効性や課題等の意見をうかがった。（以下は金融機関に提示したイメージの一部）
    



ｅ．ヒアリング結果
多くの金融機関で融資業務の参考情報としての活用や、企業の実態把握のためのツールとして活用可能ではないかとの意見が示された一方、実現に向けた課題についてもいくつかの意見が寄せられた。
   






ｆ．金融EDI実証の成果と課題
今年度の実証を通して、以下の成果と課題があったと認識している。

金融EDI実証の成果と課題



[bookmark: _Toc420493045]（５）支払通知メッセージの実装内容
ａ．支払通知メッセージ拡張要件
取引当事者の入金消込業務を改善すること、および商取引情報を金融セクターと共有することの２つの目的をカバーするため、現状の国連CEFACT支払通知メッセージを、次の要件を満たすように拡張した。
・月次支払慣行への適用。「締日」の設定。
・関連課税情報の追加。税込か否か、および税額の指定。
・複数の支払手段の適用。振込と電子債権の併用。
・相殺機能の追加。相殺明細の電子化。
・関連商取引情報の追加。取引製品、価格、数量の追加。
　拡張した支払通知メッセージの概念モデルを次に示す。
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ｂ．支払通知メッセージ定義モデル
1 ヘッダー部
[image: ]










2 明細部
[image: ]

[bookmark: _Toc420493046]（６）今後の標準化へ向けた活動予定
ａ．国際標準化への道筋
本実証を本番環境として実現するためには、２つの国際標準、すなわち国連CEFACT支払通知メッセージとISO TC68 20022 Pain (支払指図)の拡張について其々の国際機関に申請し、合意をとる必要がある。
[image: ]

ｂ．国連CEFACT支払通知メッセージの拡張
2015年3月、「（５－１）支払通知メッセージ拡張要件」に基づき、国連CEFACTビューローへ拡張支払通知プロジェクトの提案を行った。
プロジェクト・スケジュールは次の通り。
	プロジェクト開始	2015年3月
	要件収集		2015年4月（国連CEFACTフォーラム）
	要件定義書作成		2015年9月（BRSとRSM作成）
	情報項目追加申請	2015年9月（CC/BIE申請）
	要件定義書公開レビュー	2015年10月（国連CEFACTフォーラム）
	プロジェクト完了	2015年12月
	成果公開		2016年1月
	
		*BRS: Business Requirement Specification
		*RSM: Requirement Specification Mapping
		*CC: Core Component
		*BIE: Business Information Entity
ｃ．ISO 20022 Painへの補完領域登録
拡張支払通知メッセージが国連CEFACT標準となった後、それをISO20022メッセージ環境の上で交換するために、補完領域（Supplementary Area）を利用する。
[image: ]

ISO20022メッセージのSupplementary Dataの管理は、ISO TC68の登録管理グループ（Registry Management Group）が行っており、日本国内のISO20022利用者（銀行）が実装することを前提に、当該グループに登録申請をする必要がある。
手順としては、国連CEFACT拡張支払通知プロジェクトの進行中に国内利用者（全銀協）の方針を確認し、当該プロジェクト完了後、ISO TC68日本委員会の合意のもとにISO TC68 Registry Management Groupへの申請を行うことになる。


[bookmark: _Toc420493047]２．グローバルサプライチェーンファイナンスのニーズ調査

[bookmark: _Toc420493048]２－１．取組の背景と目的
2014年度SIPS金流商流タスクフォース内において、国内の商流EDI情報分析の融資判断への活用に関して検証が行われた。
それらの分析の考え方を国際間取引に応用できないか、という観点から、サービスモデル仮説および想定利用者（輸出入者）のニーズ調査を目的とし、「グローバルSCＦのニーズ調査」として2014年度同タスクフォース内で実施した。

[bookmark: _Toc420493049]２－２．活動計画と実績（概要）
[bookmark: _Toc420493050]（１）活動計画
下表の活動計画に基づいて、本活動を行った。
[image: ]

[bookmark: _Toc420493051]（２）活動実績（概要）
活動実績の概要は下記のとおりである。
(1) サービスモデル検討
サービスモデルとして、国内の商流EDI情報に代わりうるものとして、日本の税関を中心としたナショナルシングルウィンドウであるNACCSに蓄積された通関実績データに着目し、その有効活用により企業の過去のビジネス実績が公的機関の提供する真正性および網羅性を以て金融機関に提供可能とするモデルを検討した。
(2) 輸出入企業ヒアリング実施
実際に輸出入を行っている企業に対し、国際間取引の流れにおいて、どこで、どのような資金ニーズが発生するかのヒアリングを行った。（全国中小貿易協会大阪連盟へのヒアリング）
ヒアリングにより、輸出の流れでは輸出準備段階、輸入の流れでは、発注時、輸出側の出荷時、輸入後の販売期間において、資金ニーズが発生していることが明らかとなった。

(3) 次年度活動の方向性検討
ヒアリングで顕在化した資金ニーズとサービスモデル仮説をマッチングすることにより、どのタイミングでどのようなデータを活用して金融機関からの融資判断を行うかに関する初期仮説を立てた。

[bookmark: _Toc420493052]２－３．活動実績（詳細）
[bookmark: _Toc420493053]（１）サービスモデル仮説「通関実績の融資審査への活用」
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[bookmark: _Toc420493054]（２）輸出入企業向けニーズヒアリングの課題
[image: ]

[bookmark: _Toc420493055]（３）輸出入関連企業へのニーズヒアリング
[image: ]



[bookmark: _Toc420493056]（４）ヒアリング項目
[image: ]

[bookmark: _Toc420493057]（５）ヒアリング結果サマリー
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[bookmark: _Toc420493058]（６）輸入プロセスにおける資金ニーズ
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[bookmark: _Toc420493059]（７）輸出プロセスにおける資金ニーズ
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[bookmark: _Toc420493060]（８）資金ニーズとサービスモデル仮説のマッチング
[image: ]

[bookmark: _Toc420493061]（９）金融機関ヒアリングでのフォーカスポイント
[image: ]





[bookmark: _Toc420493062]４．次年度の活動内容
前章までの成果と活動を踏まえ、次年度は以下の活動を実施していくことを想定。

１．ファイナンスサービスの検証


２．グローバルサプライチェーンファイナンスのニーズ調査




３．金流商流情報連携のための標準化促進



＜参考資料＞

【参考１．流通業界　共同実証資料（１）】
【参考２．流通業界　共同実証資料（２）】
【参考３．自動車部品業界　共同実証資料】
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